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われわれ のように 地球物理学 関係の 研究に 従事して 

いるものが 国々 の 神話な ど を 読む 場合に 一 番 気の つく 

こと は、 それらの 説話の 中に その 国々 の 気候 風土の 特 

徴が 濃厚に 印銘 されて おり 浸潤して いる ことで ある。 

たとえば ス カン ディナ ヴィァ の 神話の 中には、 温暖な 

国の 住民に は 到底 思いつかれそう もない ような、 驚く 

べき 氷 や 雪の 現象、 あるいは それ を 人格化し 象徴 化し 

たと 思われる ような 描写が 織り込まれて いるので ある _ 

それで、 わが国の 神話 伝説 中に も、 そういう 目で 見 

ると、 いかにも 日本の 国土に ふさわし いような 自然 現 

象が 記述 的 あるいは 象徴的に 至る ところに ちりばめら 



と-つし よ こうどう 

説で は 大陸と 大陸、 また 大陸と 島嶼との 距離 は恒 同で 

なく 長い 年月の 間に はかなり 変化す る ものと 考えられ 

くにび むけい 

る。 それで、 この 国曳 きの 神話で も、 単に 無稽な 

しんせん だん あ 

神仙 譚 ばかりではなくて、 何 かしら その 中に 或る 事実 

の 胚芽 を 含んで いるか もしれ ない という 想像 を 起こさ 

せる ので ある。 あるいは また、 二つの 島の 中間の 海が 

漸次に 浅くな つ て 交通が 容易に な つたと いうよう な 事 

実が あって、 それが こういう 神話と 関連して いないと 

も 限らない ので ある。 

神話と いう ものの 意義に ついては いろいろ その 道の 

学者の 説が あるよう であるが、 以上 引用した 若干の 例 



う。 少なくも わが国 民の 民族 魂と いったよ うな ものの 

由来 を 研究す る 資料と して は、 万葉集な どよりも さら 

により 以上に 記紀の 神話が 重要な 地位 を 占める もので 

はない かと いう 気がする。 

以上 はた だ 一 人の 地球物理学 者の 目を通して 見た 日 

本 神話 観に 過ぎな いので あるが、 ここに 思う まま をし 

るして 読者の 教え をこう 次第で ある。 

(昭和 八 年 八月、 文学) 
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